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SUMMARY

　This study focuses on photographic works by Shiota Chiharu titled Empty Place (Former 
Mental Hospital in Holland) (2002) which were exhibited in Shiota’s solo show, When Mind 
Become Form held at Gallery Fleur, Kyoto Seika University, in 2005. The first section clarifies 
that her solo show at Gallery Fleur marked the culmination of the artist’s early career by 
examining several essential themes and approaches that she continues to explore now. It then 
sheds light on the group show De Waan: een manifestatie over kunst en psychiatrie which 
took place in a former mental hospital in Venray, the Netherlands, in 2002, where Shiota first 
exhibited the aforementioned photographic works. 
　The second part investigates the thread installation that Shiota originally created for the 
show in Venray. The positioning and significance of her installation are explored by examining 
its environmental specificity and her previous works using threads and beds made during a 
period of intense productivity around 2000-2002. 
　The third part addresses her motivation behind the decision to cut the threads of the 
installation and changed the format of work from installation to photographs. Finally, this essay 
discusses the performativity that Shiota emphasized when she created both the installation 
piece and the photographic works in Venray.

研究ノート

What Shiota Chiharu’s Threads Spin and What Her Actions Bring About:
A Study of Shiota’s Solo Exhibition When Mind Become Form (2005)  
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塩田千春が紡ぎだす世界と作家の行為
研究ノート

塩田千春が紡ぎだす世界と作家の行為
―京都精華大学での塩田千春個展 「When Mind Become Form」（2005）と

本学所蔵作品 《空っぽの空間（オランダの精神病院跡地）》（2002）の調査を通じて―

吉　岡　恵美子　YOSHIOKA Emiko

はじめに

　京都精華大学は7点の塩田千春作品―6点からな
る写真作品《空っぽの空間（オランダの精神病院跡
地）》１（以下、《空っぽの空間》）（2002）【図1】と映
像作品《Wiedersehen（再会）》２（2003）【図2】—を
所蔵する。近年では、筆者が企画した「京都精華大
学50周年記念展：アスピレーションズ―8つの扉」
展（2018）と「京都精華大学ギャラリーリニューア

ル記念展：越境―収蔵作品とゲストアーティストが
ひらく視座」展（2022）で写真作品全6点を展示し、
後者では加えて映像作品も出品した｡
　本稿では本学所蔵の塩田作品のうち、写真作品

《空っぽの空間》に焦点をあて、同名のインスタレー
ション作品と本学が所蔵する写真作品との関係、な
らびに双方の性質を明らかにし、そのようなインス
タレーション作品が作られ、写真作品として残され
た背景を探る。また、塩田が本写真作品で強調した
パフォーマンス性についても触れ、全体としての再
評価を試みる。研究の出発点は、写真作品《空っ
ぽの空間》が出品された2005年の京都精華大学ギャ
ラリーフロールでの「塩田千春展 -When Mind 
Become Form-」３である。次に、同写真作品が生ま
れた2002年のオランダでのグループ展「De Waan: 
een manifestatie over kunst en psychiatrie」４（「妄
想：美術と精神医学のからの表現」、以下、「De 
Waan」展）へ論を移し、その特殊な環境とそれに
応じた塩田の制作態度について論じていく。

図2　塩田千春《Wiedersehen（再会）》2003、スチル、京都
精華大学所蔵

図1　塩田千春《空っぽの空間（オランダの精神病院跡地）》
2002、京都精華大学所蔵
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た2022年度学長指定課題研究に研究分担者として
参加し、本稿はそれら研究助成の成果でもある。

2.   本学での塩田千春展からオランダの精神病院跡
地への遡行

　1972年生まれの塩田千春は1996年に京都精華大
学美術学部（現芸術学部）を卒業後、ドイツにわたっ
た。1990年代後半から2000年代初頭にかけて、ハ
ンブルク造形美術大学、ブラウンシュヴァイク美術
大学、ベルリン芸術大学で学び、以降ドイツを拠点
に制作活動を行う。2001年、第1回横浜トリエン
ナーレに参加し、長さ13 m のドレスの上から水が
流れ落ちる作品《皮膚からの記憶》を出品し、大き
な注目を集めた。その後、世界各国の美術館や国際
展に招聘され、現在に至るまで活発な作家活動を続
けている。
　横浜トリエンナーレの4年後の2005年、その時点
での日本国内における塩田の過去最大規模となった

「塩田千春展 -When Mind Become Form-」がギャ
ラリーフロールで開催された。大学附属のギャラ
リーとしては大がかりな作品が連なる密度の濃い内
容であったことが記録写真から確認できる９【図3】。
まずギャラリー最初の空間では、今日まで様々な形
で展開されている古い窓枠を用いたインスタレー
ションが設置された。ベッドの周囲を黒い糸が無尽
に走るインスタレーションを抜けた先には、泥だら
けの白いタイルで覆われた空間が裸電球に照らされ
て出現した。現在、本学所蔵となっている《空っぽ
の空間》は、常設展示室と呼ばれていた入り口左手
の部屋に展示されていた。続く2階では、天井から

1．研究の背景
　写真作品《空っぽの空間》は、本学においてはギャ
ラリーフロールでの塩田千春展（2005）で初めて展
示された後、同ギャラリーでの所蔵作品展および企
画展に幾度か出品されてきた５。しかしながら、
2005年の塩田展を企画し、その翌年に写真作品と
映像作品の本学収蔵を担当した学芸員は2015年に
逝去しており、所蔵作品情報の整備は十分とは言え
ない状況にある。もちろん、塩田は国内外の重要な
企画展ならびに主要美術館での個展を数多く重ねて
いるため、作品の図版や論考、資料は各種展覧会図
録や作品集で一通り確認することができる。中でも
2019年に森美術館で開催された「塩田千春展：魂が
ふるえる」は塩田のそれまでの最大規模の個展であ
り、その図録６は特に資料性に富む。また、今回取
り上げる作品および展覧会に近い2000年代前半に
発行された展覧会図録 Chiharu Shiota: The Way 
into Silence ７や Chiharu Shiota: Raum ８は、その直
近の作品図版や当時のテキストが充実している。
　周辺的なことについては上記を含む著作や実際の
彼女の展示作品で得られることも多々あるが、本学
所蔵の写真作品《空っぽの空間》の具体的な検証に
関しては、初出の「De Waan」展および本学での塩
田千春展のアーカイブを中心に調査した。さらに、
本学が当該作品を所蔵していることの強みを活か
し、作品の実見調査、収蔵庫内に保管された二次資
料調査、並びに作家本人への聞き取りを通じて本考
察をまとめた。なお、筆者は本学の所蔵作品の調査
と新ギャラリーでの展示活用をテーマとした2021
年度学長指定課題研究、その継続展開をテーマとし

図3　「塩田千春展 -When Mind Become 
Form-」展、2005、京都精華大学ギャラ
リーフロール
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　  　第1の皮膚は自分の皮膚です。そして第2の皮
膚というのが自分の洋服であれば、第3の皮膚と
いうのは、建築、またはその境界、壁であったり、
窓であったり、ドアであるのではないかという思
いに至りました。

　  　そしてこの窓を使って、内と外と、内側にいる
自分から外側を見られる自分の存在と、その境界
線に立った現在の自分の存在を、このインスタ
レーション、窓でつくった閉ざされた部屋を見な
がら、皮膚のような感覚でインスタレーションを
つくることができればいいなという思いで、搬入
中、考えながら制作していました11。

　旧東ベルリンで壊されていく建物から外され、工
事現場に重ねられていた窓を目にし、何に使うか未
定のまま窓枠を集め始めていた塩田にヒントを与え
たのが「オランダの精神病院の跡地」でのグループ
展だったと語っていることに筆者は着目した。そこ
こそが、本学が所蔵する写真作品《空っぽの空間》
の舞台となった場所である。

3.「De Waan」展と糸によるインスタレーション 
　小林との対話の中で塩田が言及した「オランダ
の精神病院の跡地」とは、2002年、ドイツとの国
境に近いオランダの町フェンラユで開催された

「De Waan」展の会場を指す。かつては聖アナ教
会精神病院として使用されていた建物が点在する
敷地（現在は広大なアナ公園）を舞台にオダパー
ク財団が主催した同展には、塩田やマリーナ・ア
ブラモヴィッチを含む17名の作家が参加した。塩
田は、横浜トリエンナーレにも出品した《皮膚から
の記憶》を8着のドレスの構成で本館【図4】のチャ
ペル内に展示したほか、居室や霊安室などの空間
に黒い毛糸を張り巡らしたインスタレーション作
品を制作した。
　糸を用いた作品は、早くは塩田が本学在学中に学

吊された10着のドレスの上部からシャワーの水が
流れ落ちる《皮膚からの記憶》が展示された。
　「artscape」に掲載された国立国際美術館学芸員
の中井康之によるレビュー記事が展示内容をよく伝
えている。
　
　  　通常の展示状況とは異なり、抑制された光源を

背景に、無数の小さなガラス窓が行く手を塞ぐよ
うに積み重なりあったその展示空間は、極めて緊
迫した危険な匂いのする雰囲気を醸成していた。
よく見ると、人が通れるような小径がつくられ、
まるで洞窟の中へ誘われるように、その薄暗い迷
路へと進んで行くことになる。最初の窓ガラスに
よる障壁をくぐると、洞窟のようにと形容した暗
闇の実態が、黒い糸で複雑に張り巡らされた部屋
のような空間であることに気づくのである。そし
てその黒い糸が張り巡らされた空間の中央には、
真っ白いリネンが用いられた病院用のベッドが仄
かに見えている。さらにその先には水が流れ続け
る洗面所があり、泥で汚れた白いタイルの部屋へ
とつながっている……10。

　
　この個展の半年前の2004年、ハラルド・ゼーマ
ンのキュレーションのもと開催された第1回セビリ
ア現代美術ビエンナーレにおいて、塩田は初めて古
い窓枠を用いた作品《From-Into》を発表したが、日
本ではギャラリーフロールでのこの塩田展が初出で
あった。その窓の作品を構想したきっかけについて、
同展を企画した小林昌夫学芸員との対話の中で塩田
はこう語っている。

　  　一番最初に窓を使った作品をしようと思ったの
は、オランダの精神病院の跡地で、グループ展を
したときです。窓に鍵がない、窓を開けようとし
ても開けられない展示会場で展示したことがきっ
かけとなりました。

　　（中略）
　  　2年前に小林さんから話がきて、最初はドアに

しようかという話があったんですけれども、やは
り精神病院の跡地の展覧会から、やはり外が見え
るという状態にこだわって、窓を集めてきたわけ
なんです。集めると同時に、また展示すると同時
に、私にとって窓というのは一体何なんだろうと
いうことを考えながら、搬入のときに、これはも
しかして第3の皮膚ではないかという点にぶち当
たりました。

図4　聖アナ教会精神病院本館（De Waan: een manifestatie 
over kunst en psychiatrie, p. 22）
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あった。その者たちの不安や痛み、孤独、あるいは
そこにいたという存在自体を、壁や床のシミ、残さ
れた家具、開かない窓の外から差し込む光などから
塩田は掬いとり、糸によるインスタレーションを立
ち上げていったと考えられる。
　ところで、塩田は、2000年から2002年にかけて、
ベッドを用いた作品を連続的に制作していた。例え
ば、2000年のミュンヘンでの個展「地下からの呼
吸」において、廃病院や基地からベッドを集めてイ
ンスタレーション作品を発表し【図6】、翌2001年
もケンジタキギャラリーやアイルランド近代美術館
等での展覧会でベッドをモチーフとする作品を展開
している。ベッドは、「睡眠」「夢」「生／死」といっ
たキーワードと繋がる存在であるが、精神疾患を含
む「病」とも関わるモチーフである。ベッドを集め
て作品を作り始めたこの時期を振り返り、塩田は筆
者とのやり取りの中でこう語った。

　  　ベッドの作品を作り始めた時、精神病院から
ベッドをいただくことがなぜか多く、そこに寝て
いた精神病患者のことは、よく考えました。そし
て、またベッドの裏側に薬が埋め込まれていた
り。。そういうのを見つけると、患者さんが実は
薬を呑みたくなくて、薬を隠したのか、それとも
薬を貯めて一気にのもうとしてたのか。。なども
いろいろと考えました16。

　このコメントから、2002年の旧精神病院での
《空っぽの空間》制作には、その前段として、ベッ
ドを組み込んだ2000年頃からの作品制作の経験も
関わっていることがわかる。

内で発表した《DNA から DNA へ》（1994）【図5】に
その原型が見られ、1990年代後半の《意識へ戻る》

（1996）、《ドリーミング・タイム》（1999）などへと発
展していく。その後2000年から2001年にかけても糸
を空間内に張り巡らす作品は作られたが、「De 
Waan」展を始めとする2002年には、緊張感溢れる糸
のインスタレーションが特に連続的に発表された12。
同展は、収集していた古い窓について塩田に作品展
開のヒントを与えただけでなく、糸によるインスタ
レーション作品の系譜においても、短期間で集中的
に展開していった重要な時期に位置付けられる。
　さて、「De Waan」展が開催された当時の旧精神
病 院 内 の 様 子 は、 塩 田 の 写 真 作 品 お よ び「De 
Waan」展図録13の何点かの図版によってうかがえ
る。内壁の一部は漆喰が剥がれ落ち、床にその断片
が散っていた。花柄のカーテンが残された部屋には
椅子などが置かれていた。チャペル横の霊安室には、
遺体の開頭手術を行う解剖室があり、無機質な解剖
台や棚、洗面台が残っていた。そして解剖室の窓に
はステンドグラスが嵌められていた。精神病院で
あったという事実、そしてそれが無人となっている
状況は、訪れた塩田に強い印象を残したであろう14。
　ホワイトキューブではなく、過去の歴史が詰まっ
た空間でインスタレーションを制作する場合、塩田
はその場所の記憶を掬い上げることから始める。壁
のシミから、そこで暮らしていた人はどんな生活を
送っていたのか、何年住んでいたのか、子供はいた
のか、やはり寒さを感じていたのだろうか、と想像
することが作品に繋がっていくと、塩田は2011年
のジェイムズ・パットナムとの対談で語ってい
る15。フェンラユの精神病院にいたのは、閉ざされ
た環境の中で暮らす精神の病や障害を抱えた人々で

図5　塩田千春《DNAからDNAへ》1994、京都精華大学、
撮影：Kayoko Matsunaga（作家Webサイトより）

図6　塩田千春《地下からの呼吸》2000、マクシミリ
アンフォーラム／シュタットフォーラム、ミュンヘン、
撮影：Sabine Klem（作家Webサイトより）
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たのか。その答えは、ギャラリーフロールでの個展
の際のトークで語った塩田の言葉に残されている。

　  　オランダで展覧会をしたときは、8年間、誰も
入ったことがない精神病院の跡地でのグループ展
だったんですけれども、その中に入っていた精神
がまだ残っているような状態だったんです。その
なかで私ははじめて糸を切るという状態で、展示
をしたかったんです。

　  　やはり糸を切るという展示は保たれないという
ことがあったので、写真に残そうというかたちで、
写真に残しました。

　  　糸というのは、人の心を結ぶ、切る、もつれる、
絡まる、人の心を表すんじゃないかと思うんです。
その精神病院の展覧会で、糸ということを発表す
るときに、やはりその糸が切れた状態、精神が張
りつめた状態が切れる状態というのを発表したく
て、写真に残しました18。

　ここからは、写真作品《空っぽの空間》【図1】を
手掛かりに、このインスタレーションの特筆すべき
点を具体的にみていく。通常、塩田は糸を用いたイ
ンスタレーションを制作するとき、天井、壁、床、
柱といった空間の躯体と、ベッド、椅子、ピアノ、服、
船といったモチーフを糸で繋ぎ、無数の結節点で向
きを変えながら、複雑な視覚性とテンションを保つ
空間へと編み上げていく。一方、《空っぽの空間》
では、糸のテンションに強弱があり、張っている線、
緩やかな線、切れて垂れ下がる線、切れてよれる線
が散見される。肘掛イスが映り込む作品を見てみよ
う。黒い毛糸はあちこちで切られている。切られた
糸はテンションを失い縮れながら流れ、別の糸に絡
まりながら、床へと落ちていく。椅子の座面には切
られて絡まり合う黒い糸が乗っている。床には切り
取られた糸がそのまま落ち、剥がれ落ちた壁の漆喰
片と入り混じりながら残っている。
　「場」の持つ磁場が作品に最も影響を与えている
のは、解剖台の写真であろう。「かつて、ここで亡
くなった者の頭蓋骨は開かれ、脳が取り出され、こ
の台の上で調べられた。なぜこの男あるいは女は精
神を病んでいるのか、何が起きたのかを知るため
に。」17と「De Waan」展図録が記述する場所である。
上方から垂れ下がる黒い糸は、束になって解剖台の
上に集まり、そしてまた床へと流れ落ちていく。白
い洗面台からも糸が束になって床へと落ちていく。
解剖台の周囲には糸の切れ端が散乱している。白黒
写真においては、これらの黒糸は血のしたたりや血
溜まりにも見えてくる。

4．「糸を切る」という行為
　塩田はこの作品において、制作上必要な糸の処理
としてではなく、作品のフォルムに直接的に影響が
でるように糸を切っていることに注目したい。通常、
彼女の作品では、毛糸は三角形を基本とするパター
ンあるいは2地点を結ぶ直線として、ピンと張られ
ている。しかし、本作では、随所で糸が切り落とさ
れた。テンションを失った糸は、そのまま垂れるか、
複数本で絡まった状態で垂れた。床に落ちた糸くず
はそのまま放置された。別の作品制作時に塩田がハ
サミで黒糸を切り落とし、その断片が床に溜まって
いる写真が残っているが【図7】、完成した作品では
切り落とした糸は片付けられている【図8】。作品の
糸を切るという行為は、ある緊張感のもと成立して
いた作品の構図を切断し、壊すことでもある。なぜ
塩田は本作において「糸を切る」という行為をとっ

図7　塩田千春《第二の皮膚》制作風景、2001
（『塩田千春展：魂がふるえる』128頁）

図8　塩田千春《第二の皮膚》（2001）（Chiharu Shiota: 
They Way into Silence, p. 55）
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精神病院に立ち、その空間に沈殿する誰かの思い、
痛み、孤独の声を聞き、その精神を黒糸で編み繋い
で再生し、その上で逆らい難い運命の糸を切るとい
う振る舞いは、どこかモイライを想像させる。糸か
ら面、面から空間を紡ぎ出すクロートーに、そして
旧精神病院での作品では一旦張り留めた糸を切って
終わらせたアトロポスに、塩田の姿が重なってくる。

5. 写真作品《空っぽの空間》の視点
　次に考察するのは、写真作品《空っぽの空間》の
構図である。インスタレーションは空間的な広がり
をもち、複数視点での鑑賞が可能だが、それを写真
作品として残すにあたっては、どの位置から、どの
角度で、何を含めて何を外し、どの程度の被写界深
度で撮影するかを確定しなくてはならない。6点の
写真作品《空っぽの空間》は、概ね俯角で捉えた構
図を持つ。しかし、通常、塩田のインスタレーショ
ン作品の展示風景写真は、天井をやや仰ぎ見る角度
で撮影されたものが多い（一例は【図12】）。実際、

　彼女の言葉が示すのは、あえて糸が切れた状態で
作品としたこと、「場」の特性が塩田にそうさせた
こと、そのままでは作品が安定せず展示が保てない
ため、撮影して写真作品としたことである。つまり、

「De Waan」展では、一度立ち上げた糸のインスタ
レーションそのものではなく、それを撮影した写真
作品が最終的に出品されたのだ19。これはかなり興
味深いことである。インスタレーションは塩田の真
骨頂であるが、ピンと糸を張って安定した状態の作
品を公開するのではなく、結果的に作品としては写
真の中のみに残ることになっても、糸を切っていく
ことを作家は選択した。患者たちの暮らしの痕跡や
生々しい解剖室に触れるにつれ、糸を切っていくこ
とでそこにいた者たちの魂を弔い、解き放ちたいと
塩田は強く願い、そのような選択肢をとったのでは
ないだろうか。
　その解釈のヒントとなったのは、ギリシア神話に
登場する「運命の三女神（モイライ）」である。運命
の糸を紡ぐクロートー、運命の糸の長さを計り、運
命を割り当てるラケシス、そしてその糸を断ち切る
のがアトロポスだ20。しばしば絵画などの美術作品
に描かれてきたモイライだが、アトロポスは人の運
命を断ち切る大きなハサミを持っているのでわかり
やすい。モイライは20世紀以降の美術でもモチー
フとして時折登場する。ヘンリー・ムーアとやなぎ
みわによる《The Three Fates》【図9、10】がその
一例だ。ムーアはモイライはを個別の三神に描き分
けたが、フランチェスコ・サルヴィアーティの《Le 
Tre Parche》【図11】、やなぎみわの《The Three 
Fates》では三女神が密着して表されている。もと
もとモイライは、単数形の「モイラ」として一柱の
女神であったものが、姉妹の三女神で一組となった
とされる21。三神同体の存在として認識されるので
あれば、この場合の塩田千春はどうであろうか。旧

図9　ヘンリー・ムーア《The Three Fates》1948、ヘ
ンリ・ムーア財団所蔵

図11　フランチェスコ・サルヴィアーティ
《Le Tre Parche》1543-1550、 ピ ッ テ ィ
宮殿パラティーナ美術館所蔵

図10　やなぎみわ《The Three Fates》2008、森美術館所蔵
（森美術館Webサイトより）
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《DNA から DNA へ》【図4】を、オーストラリアの
交換留学先で《絵になること》を実施している。《空っ
ぽの空間》を発表した1年前の2001年には、アイス
ランド東部の Fljotsdalur 渓谷の大地で、赤い毛糸
を体に巻きつけたパフォーマンス《無題》を行った

【図14】。このパフォーマンスについて塩田は、「溶
岩でできた大地から、まるで生きているように湯気
が出ている風景に接し、『大地の生をそのまま感じ
た』」とコメントしている22。
　図版を見ると、写真に写るのは塩田の足のみで上
半身の様子をうかがうことはできないが、《DNA
から DNA へ》等の初期のパフォーマンス記録画像
ならびに上述の作家コメントを鑑みて、塩田はその
地で服を脱ぎ、大地と結ばれるかのように、糸を自
らの体に纏ったと推測できる。屋外であるため、毛
糸を留める壁も天井もなく、毛糸をピンと張り渡し
て空間を構築することはできない。その代わり、そ
こにある岩と自分の身体と赤い糸とを絡め、大地に
糸を這わせている。糸はよれたり絡んだりしながら
体や岩に添い、自然に大地へと流れている。パフォー

作家の Web サイトで「作品」の中の「インスタレー
ション」の項目を選ぶと、一覧ページでは発表年ご
とに１作品１点ずつ画像が掲載されている。その中
で糸を張り巡らす作品に絞った場合、2021年は19点
中14点、2020年は12点中9点、2019年は25点中20
点が、天井が見える仰角気味の視点で撮られている。
　本学所蔵の写真作品《空っぽの空間》は6点ある
が、天井が写り込むカットはひとつもない。1点を
除き、視点は人が立った時の目の高さに近く、どれ
も下向きである。天井どころか、窓も半分あるいは
それ以下の面積しか写り込んでいない。唯一、縦位
置で洗面台を捉えた１点のみが、多少低い位置から
正面を向いて撮影されている。これらの写真作品の
重心は低く、どちらかというと、壁の漆喰片や切り
落とされた黒い毛糸くずが散乱する床に意識が及ん
でいる。つまりそれらは、単なるインスタレーショ
ン作品の「記録画像」ではなく、制作者・展示者と
しての塩田の視点が表れた「作品」である。
　作家の Web サイトには、インスタレーション作
品《空っぽの空間》の「記録画像」が掲載されている

（作品名は《空虚な場所》と表記）。記録であるからカ
ラー画像である【図13】。目に飛び込むのは、解剖室
のステンドグラスの青さ、部屋の窓のカーテンのオ
レンジや緑だ。場の歴史から漂う暗さ・重さに、教
会のステンドグラスや民家のカーテンを想起させる
要素が加わることで、こちらの画像には美しさや懐
かしさが感じられなくもない。写真作品として残され
た《空っぽの空間》とは意図が異なるものと考える。

6．パフォーマンス性
　最後に、写真作品《空っぽの空間》におけるパ
フォーマンス性について指摘する。周知の通り、塩
田はこれまで数々のパフォーマンスを行ってきた。
早いところでは、本学在学中の1994年に学内で

図13　塩田千春《空虚な場所》2002
（作家Webサイトより）

図12　塩田千春《水の記憶》2021、十和田市現代美術
館所蔵（作家Webサイトより）

図14　塩田千春《無題》2001（『塩田千春展：魂がふるえる』
286頁）
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トーク録、2005年、京都精華大学ギャラリーフロール Web サ

イトアーカイブ（参照2022年9月1日）。https://develop-50th.
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ストハウス・ベタニエン、ベルリン）など。
13 Peterink & Partners, Projectteam De Waan (ed.), De 

Waan: een manifestatie over kunst en psychiatrie, Stichting 

Odapark, Venray, 2003.
14 塩田はこの時、何人かの患者（聖アナ教会精神病院を引

き継いだ Vincent van Gogh Institute for Psychiatry の患

者と思われる）にも会っている（筆者とのメールの対話よ

り、2022年9月15日）。
15 Caroline Stummel (ed.), Chiharu Shiota, Ostfildern, 

Hatje Cantz, 2011, p. 235.
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17 Peterink & Partners, Projectteam De Waan (ed.), op. 

cit., p. 25.
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マンスは時限的なものであり、展示を保たせるため
の考慮は必要ない。自発的・即興的・直感的に自ら
の身体と「場」「素材」を共振させ、そのとき限りの
状況をパフォーマンスとして表現した。旧精神病院
で塩田が手がけたインスタレーションも、糸を随所
で切り、緩んだ糸や切り落とされた糸も含め痕跡を
そのまま残した点、即興性が感じられる点で、パ
フォーマンス作品と似た性質・意識がうかがえる。

終わりに

　本研究を通じて、2005年に本学ギャラリーフ
ロールで開催した塩田千春展は、作家活動を始めた
塩田の初期10年を総括する内容であり、それを大
学のギャラリーが企画実施したことの意義を再認識
した。そして同展をきっかけに翌年収蔵された写真
作品《空っぽの空間》のもととなったフェンラユで
の展示は、空間性とパフォーマンス性を同時に孕む
興味深い作例であり、また写真作品はインスタレー
ションの単なる記録画像ではなく、それ自体の価値
を有していることも確認できた。
　塩田による糸のインスタレーション作品は、かつ
てそこにいた者の精神や気配を今ここにいる者が身
体で感じ取るひとつの「場」である。「場」の多くは
一定の時間後に撤去されるが、写真作品《空っぽの
空間》は、時と場所を超えてその「場」を再召喚す
る役割を果たす。近い将来、再びその「場」が私た
ちの前に立ち現れる機会を待ちたい。
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